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　 ●支援体制づく り

　 　 市民の学びを 支援する ため、 行政全体で横断的に連携・ 協働する 体制を構築し ます。

　 ●行財政改革

本市を 取り 巻く 財政状況が厳し さ を増す中、生涯学習の推進にあたっ ても 、「 選択と 集中」

を 進めていく 必要があり ます。 市が行う 必要性やサービス水準、 効率的な運営等の視点

を 持ち 、 各事業の点検、 評価、 見直し 、 改善を進めながら 計画を 実行し ます。

３ . 施策の柱と 具体的な 施策

　 施策の柱 1　 誰も が気軽に「 学び」 と 「 活動」 に参加でき る環境づく り

　 　 　

　 人生 100 年時代においては、すべての人が生涯を通じ て自ら の人生を設計し 、学び続け、

学んだこ と を活かし て活動し ていく こ と が求めら れます。

　 また、 すべての人が、 それぞれのラ イ フ ステージや多様性に応じ た「 学び」 に参加でき

る環境づく り が求めら れます。

　 そのため、「 学び」 と 「 活動」 の情報提供の拡充や「 学び」 と 「 活動」 の場づく り など、

市民がいつでも ・ どこ でも ・ 何度でも 自由に学んだり 、 活動し たり する こ と のでき る環境

づく り を 支援し ていきます。

　 　 　 具体的な施策１ 　 　 ｢ 学び ｣ と ｢ 活動 ｣ の情報提供の拡充

　 　 　 具体的な施策２ 　 　 気軽に相談ができる 体制づく り

　 　 　 具体的な施策３ 　 　 多様な「 学び」 の機会の提供

　 　 　 具体的な施策４ 　 　 ｢ 学び ｣ と ｢ 活動 ｣ の場づく り

　 施策の柱 2　「 学び」 と 「 活動」 による人づく り

　 人々が社会生活を 営む上で、 取り 組むべき 現代的・ 社会的な課題は、 社会環境の変化に

伴い、 多様で複雑化し ています。 今後、 一人一人がこ う し た課題と 向き 合いながら 、 よ り

豊かな人生を 送る こ と のでき る 持続可能な社会づく り を 進めていかなければなり ません。

特に地域においては、 住民自ら が地域づく り の担い手と し てその運営に主体的に関わっ て

いく こ と が求めら れています。

　 そのため、「 学び」 と 「 活動」 の機会を充実さ せるこ と によ り 、 多様な課題を 解決する

ための能力や技術が育まれた人材の発掘・ 育成に取り 組みます。 　

　 学習する こ と によ っ て自ら の心を 豊かにし 、 個人の生きがいや生活に必要な知識、 技術

を習得する だけでなく 、 その学習成果を 社会へ還元し ていく こ と は、 学習者にと っ て大き

な喜びにつながり ます。 また、 自ら の学習成果が誰かの役に立つこ と でやり がいも 増し 、
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さ ら なる 学習意欲につながり ます。 こ の「 学びと 活動を 循環」 さ せる こ と のでき る 人づく

り が求めら れます。

　 そのため、 学習成果を 活かし たい人や団体等と それを 求める人や団体等と のつなぎ役と

なる 人材や地域にある多様な資源（ Ｎ Ｐ Ｏ 、 ボラ ン ティ アなど） を活かすこ と ができる 人

材の発掘・ 育成に取り 組みます。

　 具体的な施策１ 　 　「 学び」 と 「 活動」 を通し た人材の発掘・ 育成

　 具体的な施策２ 　 　「 学び」 と 「 活動」 をつなぐ 人材の発掘・ 育成

　 施策の柱 3　「 学び」 と 「 活動」 によるつながり づく り

　 地域における人と 人と のつながり の希薄化等によ り 、 近所付き 合いが減る など高齢者や

困難を抱えた人が地域で孤立すると いう 深刻な状況が生じ る 恐れがあり ます。

　「 学び」 と 「 活動」 の循環は、 人と 人と のつながり をつく り 、 信頼関係や結びつきを 強

める こ と にも なり ます。

　 そのため、「 学び」 と 「 活動」 の場の提供を通し て仲間づく り を支援し ます。

　 また、 地域コ ミ ュ ニティ を 活性化さ せるため、 地域文化や伝統行事・ 祭り などを 通し た

人と 人と のつながり から 生まれる地域への愛着・ 誇り と いっ たシビッ ク プラ イ ド の醸成を

図り ます。

　 子ども の「 生き る 力」 を育むには、 友達同士の集団遊びや生活体験、 自然体験、 社会体

験など地域を 舞台にし た多様な体験の充実が求めら れています。

　 また、 家庭は、 子ども が家族と の愛情によ る絆を 形成し 、 人に対する 基本的な信頼感や

倫理観、 自立心などを身に付けていく 場でも あり ます。

　 就労状況や家族形態の変化など家庭を 取り 巻く 環境が大き く 変わる 中、 不安や悩みを 抱

えながら も 孤立する こ と なく 楽し く 子育てができ る よう 、 地域全体で子ども の育成を支え

る仕組みづく り が求めら れています。

　 そのため、 家庭、 地域それぞれの教育力を高める と と も に、 相互の連携を強化し 、 家庭・

地域・ 学校が一体と なっ て子ども たち の発達・ 育成を促す環境づく り に取り 組みます。

　 　 　 具体的な施策１ 　 　「 学び」 と 「 活動」 によ る仲間づく り

　 　 　 具体的な施策２ 　 　 つながり から 生まれる地域への愛着・ 誇り

　 　 　 具体的な施策３ 　 　 学校と 家庭・ 地域がつながる教育力の向上
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 4 . 計画と SDGs の関係

（ １ ） 北九州市の SDGs 達成に向けた取り 組み　 　

　 SDGs「 Susta inable Developm ent Goals（ 持続可能な開発目標）」 は、 2015 年 9 月の国

連サミ ッ ト で採択さ れたも ので、 国連加盟 193 か国が 2016 年から 2030 年の 15 年間で達

成するために掲げた目標です。

　 17 の大き な目標と 、 それら を 達成する ための具体的な 169 のタ ーゲッ ト で構成さ れて

います。

　 　 　

　 北九州市は、 外務省よ り 「 環境・ 国際貢献を はじ めと する 取り 組みはト ッ プレベルの功

績であり 、 他の自治体の手本になる 」 と いう 講評を いただき 2017 年 12 月に、 第 1 回「 ジ

ャ パン SDGs アワード 」 の特別賞を 受賞、 さ ら にア ジア地域で初と なる OECD の「 SDGs

推進に向けた世界のモデル都市」（ 2018 年 4 月）、 国の「 SDGs 未来都市」（ 2018 年 6 月）

に選定さ れまし た。

　 北九州市では、 SDGs の達成に向けて、「『 真の豊かさ 』 にあふれ、 世界に貢献し 、 信頼

さ れる『 グリ ーン 成長都市』」 を 目指す SDGs 戦略（ ビ ジョ ン ） を も と に取り 組みを 進め

ていきます。 　

（ ２ ） 本計画と SDGs の 17 の目標と の関係

　 SDGs において、 教育は目標 4 に位置付けら れ「 すべての人々に包摂的かつ公平で質の

高い教育を 提供し 、 生涯学習の機会を 促進する （ 短縮標記： 質の高い教育を みんなに）」

と さ れています。

　 し かし 、 SDGs の目標は、 それぞれが独立し たも のではなく 、 相互に関係し 、 時には相

反する価値を追求するこ と も あり ます。 そのよ う な中で教育も また、 独立し た目標ではな

く 、 むし ろ 、『 教育が全ての SDGs の基礎』 である と と も に、『 全ての SDGs が教育に期待』

し ている と も 、 言われています。

　 そのため、 目標４ をベースと し 、 各柱の具体的な施策・ 取り 組みにあっ た目標につなげ、

本計画の取り 組みを 推進し ます。

首相官邸での表彰式（ 写真提供： 内閣広報室） 共同記者会見
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◯参考： SDGs について
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【 計画と SDGs の関係図】
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　 本計画を 着実に推進し 、 進捗を管理するため、 各施策に指標等を 設定し ます。 指標等は

内容によ り ２ 種類に区分し 、 市民意識や事業の進捗を指標等と し て設定し ます。 　

※各指標の項目及び目標値については、原則、今回設定さ れている も のを 使用し ますが、

今後、 生涯学習を取り 巻く 社会状況の変化等が生じ た場合は、 必要に応じ て見直し を

行います。

５ . 指標等の設定
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    施策の柱 1　 誰も が気軽に「 学び」 と 「 活動」 に参加でき る環境づく り

■具体的な施策

（ １ ） ｢ 学び ｣ と ｢ 活動 ｣ の情報提供の拡充

（ ２ ） 気軽に相談ができる 体制づく り

（ ３ ） 多様な「 学び」 の機会の提供

（ ４ ） ｢ 学び ｣ と ｢ 活動 ｣ の場づく り

■指標等

　 ◎指標

　 ◎モニタ リ ン グ項目
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■取り 組み

（ １ ） ｢ 学び ｣ と ｢ 活動 ｣ の情報提供の拡充

① ｢ 学び ｣ と ｢ 活動 ｣ の一元的な情報提供

　 本市における 、令和元年度の「 生涯学習に関する市民意識調査（ 以下、「 生涯学習意識調査」

と いう ）」 の結果では、「 生涯学習に関する情報を得ているか」 の問いについて、 十分に得

ていない人が 4 割おり 、「 学んだ成果を 地域活動や社会貢献に活かし たいか」 の問いにつ

いて、 学んだ成果を 活動に活かし たいと 考える 人も 4 割います。

　 また、 活動に関する情報を いつでも 、 どこ でも 、 手軽に入手でき る環境や、 学んだ成果

を 活かし たいけれど、 どう し ていいか分から ない人やなかなか活動へ踏み出せない人を、

活動へと つなげるためのきっ かけが求めら れています。

　 そのため、生涯学習に関する 情報提供システムを 充実さ せ、行政が主催する学習情報や、

NPO、 ボラ ン ティ ア団体等が実施する学習情報を 集約し て提供すると と も に、 新たに、 行

政や NPO、 ボラ ン ティ ア団体等の活動情報も 掲載し 、「 学び」 と 「 活動」 の情報が一元的

に提供でき るよ う にし ます。

＜主な事業＞

　 ◯生涯学習情報システム（ まなびネッ ト ひまわり ）

　 市内で開催さ れる様々な講座に関する情報や豊富な

知識・ 経験、 優れた見識、 技術を も ち 、 その力を 地域

社会に役立てたいと 考えている講師の情報などを ホー

ムページで一元的に提供し ています。

[ 市民文化スポーツ局生涯学習課 ]


